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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

特別付録 リュート協奏曲 

 

L01．2つのリュートのための協奏曲変ロ長調（コリニアーニ： ？ ） 演奏時間１６分 

 Concerto for 2 Lutes in B-Flat Major 

佐藤豊彦 - Toyohiko Satoh (リュート) 

佐藤美紀 - Miki Satoh (リュート) 

I. Introduzzione  06:04 

II. Adagio  04:30 

III. Allegretto  03:26 

IV. Allabreve (Fuga) 02:18 

 

コリニアーニは、ほとんど記録が残されておらずドイツ人作曲家のペンネームではないかと推測さ

れる作曲家です。 

 

L02．リュート協奏曲ヘ長調（カール・コウハト：1726-1784） 演奏時間１２分 

Guitar Concerto in F Major 

アリリオ・ディアス - Alirio Diaz (ギター) 

アントニオ・ヤニグロ - Antonio Janigro (指揮) 

イ・ソリスティ・ザグレブ - Solisti di Zagreb, I 

I. Allegro  06:05 

II. Adagio  02:05 

III. Tempo di menuetto 03:51 

 

ハイドンが活躍した頃、ウィーンにて、リュートのヴィルトゥオーゾとして知られたカール・コウ

ハト。当時のウィーンの楽壇にとって、重要な役割を担ったスヴィーテン男爵のサロン... そのあた

りを通じて、ハイドンとも親交のあった作曲家のようです。 

 

 

L0３．リュート協奏曲ホ短調（バロン・ヴェンツェル・ルートヴィヒ・ヴァン・ラドルト：1667-1716） 

演奏時間１５分 

Lute Concerto in E Minor 

フーベルト・ホフマン - Hubert Hoffmann (リュート) 

アルス・アンティクァ・オーストリア - Ars Antiqua Austria 

グナール・レツボール - Gunar Letzbor (指揮) 

I. Ouverture 02:37  II. Allemande 01:12 

III. Courante 01:15  IV. Sarabande 02:15 

V. Menuette 00:50  VI. Gigue 01:17 

VII. Menuette 00:56  VIII. Bouree 00:43 

IX. Retirada 03:23 
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

 

L0４．リュート協奏曲ヘ長調（バロン・ヴェンツェル・ルートヴィヒ・ヴァン・ラドルト：1667-1716） 

演奏時間１１分 

Lute Concerto in Ｆ Major 

フーベルト・ホフマン - Hubert Hoffmann (リュート) 

アルス・アンティクァ・オーストリア - Ars Antiqua Austria 

グナール・レツボール - Gunar Letzbor (指揮) 

I. Ouverture   04:15 

II. Aria – Pastorale  01:24 

III. La Ourelle des Amantes 01:20 

IV. Menuette en canon  00:40 

V. Capriccio en canon  00:59 

VI. Gigue   01:05 

VII. Menuette   01:18 

 

 

L0５．リュート協奏曲ト長調（バロン・ヴェンツェル・ルートヴィヒ・ヴァン・ラドルト：1667-1716） 

演奏時間１０分 

Lute Concerto in G Major 

フーベルト・ホフマン - Hubert Hoffmann (リュート) 

アルス・アンティクァ・オーストリア - Ars Antiqua Austria 

グナール・レツボール - Gunar Letzbor (指揮) 

I. Allemande et Gigue  03:17 

II. Courente et Menuette  02:08 

III. Sarabande et Aria  03:01 

IV. Gavotte et Bouree  01:27 

 

 

L0６．リュート協奏曲ハ短調（バロン・ヴェンツェル・ルートヴィヒ・ヴァン・ラドルト：1667-1716） 

演奏時間１９分 

Lute Concerto in Ｃ Minor 

フーベルト・ホフマン - Hubert Hoffmann (リュート) 

アルス・アンティクァ・オーストリア - Ars Antiqua Austria 

グナール・レツボール - Gunar Letzbor (指揮) 

I. Ouverture 04:10  II. Alemande 02:40 

III. Courente 01:33  IV. Sarabande 02:16 

V. Menuette 00:37  VI. Gavotte 00:47 

VII. Menuette 01:00  VIII. Gigue 01:29 

IX. Bouree 00:40  X. Retirada 03:59 
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

 

L0７．リュート協奏曲ハ長調（ジルフィウス・レオポルト・ヴァイス：1687-1750) 演奏時間 10分 

Lute Concerto in C Major 

リチャード・ストーン - Richard Stone (リュート) 

テンペスタ・ディ・マーレ - Tempesta di Mare 

I. Allegro   04:50 

II. Andante  02:29 

III. Tempo di minuett 02:28 

 

 

 

L0８．リュート協奏曲ニ短調（ジルフィウス・レオポルト・ヴァイス：1687-1750) 演奏時間 15分 

Lute Concerto in D Minor 

リチャード・ストーン - Richard Stone (リュート) 

テンペスタ・ディ・マーレ - Tempesta di Mare 

I. Largo  02:59 

II. Allegro  04:51 

III. Largo  03:24 

IV. Allegro assai 04:02 

 

 

L09．リュート協奏曲ヘ長調（ジルフィウス・レオポルト・ヴァイス：1687-1750) 演奏時間 15分 

Lute Concerto in F Major 

リチャード・ストーン - Richard Stone (リュート) 

テンペスタ・ディ・マーレ - Tempesta di Mare 

I. Largo  02:35 

II. Allegro 04:24 

III. Largo 03:09 

IV. Allegro 04:22 

 

 

L10．リュート協奏曲ニ短調（ジルフィウス・レオポルト・ヴァイス：1687-1750) 演奏時間９分 

Lute Concerto in D Minor (arr. E. Grigoryan for guitar and string orchestra) 

編曲 : エドゥアルド・グリゴリアン - Eduard Grigoryan 

スラヴァ・グリゴリアン - Slava Grigoryan (ギター) 

タスマニア交響楽団 - Tasmanian Symphony Orchestra 

ベンジャミン・ノーシー - Benjamin Northey (指揮) 

I. Largo   02:02 

II. Allegro  01:18 

III. Allegro molto  02:28 

IV. Largo  01:56 

V. Presto  01:36 
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

特別付録２ 編曲物   

ここからは、セーブしていた編曲物のギター協奏曲を紹介していきます。 

 

A01．弦楽四重奏曲第8番ホ長調Op2,No2Hob.III:8 （F. ヴトケによるギター協奏曲編）（抜粋） 

(フランツ・ヨーゼフ・ハイドン:1732-1809) 演奏時間７分 

編曲 : フリーデマン・ヴトケ - Friedemann Wuttke 

フリーデマン・ヴトケ - Friedemann Wuttke (ギター) 

新モスクワ室内管弦楽団 - New Moscow Chamber Orchestra 

イーゴリ・ジューコフ - Igor Zhukov (指揮) 

II. Adagio  07:18 

IV. Finale: Presto 03:26 

ハイドンの弦楽四重奏をギター協奏曲に編曲したもの。ナクソスでは、抜粋編ということで、

4 つの楽章から 2 つの楽章が聴ける。ただし、不具合？2 楽章は 3 分ちょっとで途切れる。 

 

A02．オーボエ協奏曲 ニ短調（2つのギターと管弦楽編）（アレッサンドロ・マルチェッロ：1669-1747) 

演奏時間 11分 

Oboe Concerto in D Minor (arr. for 2 guitars and orchestra) 

編曲 : 不詳 - Anonymous 

イダ・プレスティ - Ida Presti (ギター) 

アレクサンドル・ラゴヤ - Alexandre Lagoya (ギター) 

ミュンヘン・プロ・アルテ管弦楽団 - Munich Pro Arte Orchestra 

クルト・レーデル - Kurt Redel (指揮) 

I. Allegro moderato  03:05 

II. Adagio   04:43 

III. Allegro   03:07 

超有名なマルチェロのオーボエ協奏曲を、超有名なプレスティ・ラゴヤの演奏で聴ける。 

まあ、これに文句をつける人はいないでしょう。 

 

A03．チェンバロ協奏曲ニ短調 BWV1052（ガルシアによるギター編）（J.S.バッハ：1669-1747) 

演奏時間２８分 

編曲 : ジェラルド・ガルシア - Gerald Garcia 

ジェラルド・ガルシア - Gerald Garcia (ギター) 

カメラータ・カッソヴィア - Camerata Cassovia 

ピーター・ブレイナー - Peter Breiner (指揮) 

I. Allegro  09:14 

II. Adagio  08:21 

III. Allegro  10:10 

バッハの名曲の一つチェンバロ協奏曲の編曲版。同じ撥弦楽器のギターとチェンバロなの

だが、チェンバロのキラキラした音色とは裏腹のギターの甘い音色のこの協奏曲をどう感

じるかは、好み次第かもしれません。が、ギターファン以外の人は聴かないかなあ。 
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

A04-A0９．ギターのための協奏曲（リュートのギター編）（アントニオ・ヴィヴァルディ：１６７８－１７４１) 

A04.4つのヴァイオリンのための協奏曲 ロ短調 Op. 3, No. 10, RV 580 

Concerto for 4 Violins in B Minor, Op. 3, No. 10, RV 580 

ロメロ・ギター四重奏団 - Romeros, Los(ギター) 

Allegro  3:58 

Largo-Larghetto 2:57 

Allegro  3:28 

 

A05.2つのマンドリンのための協奏曲 ト長調 RV 532 

Concerto For 2 Mandolins, Strings And Continuo In G, RV 532（NO194 と同） 

サン・アントニオ交響楽団 - San Antonio Symphony Orchestra 

ヴィクトル・アレッサンドロ - Victor Alessandro (指揮) 

ロメロ・ギター四重奏団 - Romeros, Los 

1. Allegro  4:05 

2. Andante  3:32 

3. Allegro  3:26 

 

A06.調和の霊感 - ヴァイオリン協奏曲 イ短調 Op. 3, No. 6, RV 356 

L' estro armonico: Violin Concerto in A Minor, Op. 3, No. 6, RV 356  

アンヘル・ロメロ - Angel Romero (ギター) 

アカデミー室内管弦楽団  

アイオナ・ブラウン - Iona Brown (指揮) 

Allegro  3:11 

Largo  2:19 

Presto  2:28 

 

A07.マンドリン協奏曲 ハ長調 RV 425 （ギターと弦楽オーケストラ編） 

Mandolin Concerto In C, RV 425（NO195 と同）  

ペペ・ロメロ - Pepe Romero (ギター) 

アカデミー室内管弦楽団 - Academy of St. Martin in the Fields Orchestra 

アイオナ・ブラウン - Iona Brown (指揮) 

1. Allegro  2:40 

2. Largo  2:46 

3. Allegro  2:14 

A08.室内協奏曲 ニ長調 RV 93 

Chamber Concerto in D Major, RV 93（NO99 と同） 

セリン・ロメロ - Celin Romero (ギター) 

アカデミー室内管弦楽団 - Academy of St. Martin in the Fields Orchestra 

アイオナ・ブラウン - Iona Brown (指揮) 

1. Allegro giusto 4:09 

2.Largo  3:53 

3. Allegro  2:26 
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

 

A09.ヴァイオリン協奏曲 ホ長調 Op. 3, No. 12, RV 265 （ギターと管弦楽編） 

Violin Concerto in E Major, Op. 3, No. 12, RV 265  

編曲 : 不詳 - Anonymous 

エルネスト・ビテッティ - Ernesto Bitetti (ギター) 

ロス・ザグレブ・デ・ソリスタス - Solistas de Zagreb, Los 

I. Allegro 03:56 

II. Largo 03:52 

III. Allegro 03:03 

 

 

A10.2つのヴァイオリンのための協奏曲 ニ短調 BWV 1043(J.S.バッハ：1685-1750) 

演奏時間 14分 

Concerto for 2 Violins in D Minor, BWV 1043 

編曲 : エドワード・グリゴリアン - Edward Grigoryan 

スラヴァ・グリゴリアン - Slava Grigoryan (ギター) 

レオナルド・グリゴリアン - Leonard Grigoryan (ギター) 

アデレード交響楽団 - Adelaide Symphony Orchestra 

ベンジャミン・ノーシー - Benjamin Northey (指揮) 

I. Vivace  03:41 

II. Largo, ma non tanto 05:28 

III. Allegro  05:08 

 

A11.チェンバロ協奏曲 ニ短調 BWV 1052(J.S.バッハ：1685-1750)     演奏時間 24分 

Keyboard Concerto in D Minor, BWV 1052 

I. Allegro  08:21 

II. Adagio  06:51 

III. Allegro  08:28 

 

A12.ヴァイオリンとオーボエのための協奏曲 ハ短調 BWV 1060 (J.S.バッハ：1685-1750) 

演奏時間 13分 

Concerto for Oboe and Violin in C Minor, BWV 1060  

I. Allegro  05:00 

II. Adagio  04:32 

III. Allegro  03:54 

 

A13.片足は墓穴にありてわれは立つ BWV 156 - シンフォニア  (J.S.バッハ：1685-1750) 

演奏時間 5分 

Ich steh mit einem Fuss im Grabe, BWV 156: Sinfonia  04:47 

 

  



 

7 

 

ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

 

A14.ヴァイオリン協奏曲 ホ長調 BWV 1042 （楊雪霏によるギターと弦楽四重奏編）  

（ヨハン・セバスチャン・バッハ：1685-1750）  演奏時間 18分 

Violin Concerto in E Major, BWV 1042 

編曲 : 楊雪霏（スーフェイ・ヤン） - Xuefei Yang 

楊雪霏（スーフェイ・ヤン） - Xuefei Yang (ギター) 

エリアス弦楽四重奏団 - Elias String Quartet 

I. Allegro  08:01 

II. Adagio  06:45 

III. Allegro assai  02:52 

 

A15.ヴァイオリン協奏曲 イ短調 BWV 1041 （楊雪霏によるギターと弦楽四重奏編）  

（ヨハン・セバスチャン・バッハ：1685-1750） 演奏時間 15分 

I. Allegro moderato 04:12 

II. Andante  06:28 

III. Allegro assai  03:57 

 

A16.2つのギターのための協奏曲 ト長調（フランツ・ヨーゼフ・ハイドン：1732-1809)演奏時間１５分   

Concerto for 2 Guitars in G Major 

イダ・プレスティ - Ida Presti (ギター) 

アレクサンドル・ラゴヤ - Alexandre Lagoya (ギター) 

ミュンヘン・プロ・アルテ管弦楽団 - Munich Pro Arte Orchestra 

クルト・レーデル - Kurt Redel (指揮) 

I. Vivace assai  06:29 

II. Adagio ma non troppo 04:04 

III. Rondo: Presto  04:13 

NO185 にも同じハイドンの協奏曲ト長調があるが、別物です。ヴィヴァルディの RV、バッハ

の BWV のヘンデル版で、ホーボーケン番号というものがあるそうだが、なじみがない。 

 

A17.4つのヴァイオリンのための協奏曲 ト長調 TWV 40:20 

（ゲオルク・フィリップ・テレマン：1681-1767) 演奏時間６分  

Concerto for 4 Violins in G Major, TWV 40:201 

編曲 : ビル・カネンガイザー - Bill Kanengiser 

編曲 : スコット・テナント - Scott Tennant 

編曲 : アンドリュー・ヨーク - Andrew York 

編曲 : ジョン・ディアマン - John Dearman 

ロサンゼルス・ギター・クァルテット - Los Angeles Guitar Quartet 

I. Largo e staccato 01:54 

II. Allegro  01:34 

III. Adagio  00:42 

IV. Vivace  01:30 
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

 

A１８．2台のリラ・オルガニザータのための協奏曲 ト長調 Hob.VIIh:3   （A16と同じ演奏でした） 

（フランツ・ヨーゼフ・ハイドン：1732-1809)   演奏時間１５分 

Concerto for 2 Lire Organizzate in G Major, Hob.VIIh:2  

編曲 : 不詳 - Anonymous 

編曲 : アレクサンドル・ラゴヤ - Alexandre Lagoya 

イダ・プレスティ - Ida Presti (ギター) 

アレクサンドル・ラゴヤ - Alexandre Lagoya (ギター) 

プロ・アルテ管弦楽団 - Pro Arte Orchestra 

クルト・レーデル - Kurt Redel (指揮) 

I. Vivace assai  06:27 

II. Adagio ma non troppo 04:06 

III. Rondo presto  04:14 

ハーディ・ガーディに似た小型のオルガンである（手で円盤を回してこすり、鍵盤で音程を変える）

リラ・オルガニザータのために書かれた協奏曲は 5 曲あり、これ

はその 1 曲です。この楽器リラ・おるがにざーたが忘れ去られて

しまったため、現在ではソロ・パートを他の楽器に置き換えて演

奏することがほとんどで、ここでは、プレスティ・ラドヤの 2 台

のギターにより演奏されています。 

 

 

 

A19.ヴィオラ協奏曲（P. プシボラによるギターと管弦楽編）（クシシュトフ・ペンデレツキ：1933-2020)   

演奏時間 21分 

Viola Concerto (arr. P. Przedbora for guitar and orchestra) 

編曲 : ピオトル・プシボラ - Piotr Przedbora 

ピオトル・プシボラ - Piotr Przedbora (ギター) 

イェジー・セムコフ・ポリッシュ・シンフォニア・ユヴェントゥ

ス管弦楽団 - Jerzy Semkow Polish Sinfonia Iuventus Orchestra 

クシシュトフ・ペンデレツキ - Krzysztof Penderecki (指揮) 

1. Lento -  06:41 

2. Vivace -  03:24 

3. Meno mosso - 01:41 

4. Vivo -  00:35 

5. Tempo I (Lento) - 03:31 

6. Vivo -  02:58 

7. Lento (Tempo I) 02:34 

【ウキペディア情報】 

クシシュトフ・エウゲニウシュ・ペンデレツキは、ポーランドの作曲家、指揮者。クラクフ生ま

れのカトリック教徒。ポーランド楽派の主要作曲家の 1 人である。オーケストラを用いたトーン

クラスターに大きな特徴があった。創作の頂点とされるルカ受難曲を書き上げた後は新ロマン主

義へ傾倒し、作風を古典的なものへ回帰させていった。 
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

 

A20.2つのチェロのための協奏曲 ト短調 RV 531 （B. ルーセルによる 4つのギター編） 

Concerto for 2 Cellos in G Minor, RV 531 

編曲 : Bruno Roussel 

カナディアン・ギター・クァルテット - Canadian Guitar Quartet 

I. Allegro  03:23 

II. Largo  03:00 

III. Allegro  03:05 

 

 

 

A21.ギターとヴァイオリンのための協奏曲 イ長調（ジュゼッペ・トレッリ：1658-1709) 演奏時間 7分  

Concerto for Guitar and Violin in A Major 

カール・シャイト - Karl Scheit (ギター) 

ウィーン祝祭管弦楽団 - Vienna Festival Orchestra 

ヴィルフリード・ベッチャー - Wilfried Boettcher (指揮) 

I. Allegro  02:07 

II. Adagio  03:26 

III. Allegro  01:44 

 

 

A22.ギター協奏曲 ニ長調（弦楽四重奏曲第 8番 ホ長調 Op. 2, No. 2, Hob.III:8の編曲） 

（フランツ・ヨーゼフ・ハイドン：1732-1809)   演奏時間１９分 

Guitar Concerto in D Major (arr. of String Quartet No. 8 in E Major, Op. 2, No. 2, Hob.III:8) 

フリーデマン・ヴトケ - Friedemann Wuttke (ギター) 

新モスクワ室内管弦楽団 

イーゴリ・ジューコフ - Igor Zhukov (指揮) 

I. Allegro  04:12 

II. Adagio  07:19 

III. Menuett  03:40 

 IV. Presto  03:24 

 

 

A23.4つのギターのための協奏曲（4つのヴァイオリンのための協奏曲 イ長調 TWV 54: A1による） 

（ゲオルク・フィリップ・テレマン：1681-1767) 演奏時間６分 

Concerto for 4 Guitars (Concerto for 4 Violins in A Major, TWV 54: A1) 

ベルリン・ギター・アンサンブル - Berlin Guitar Ensemble 

ハンスヨアヒム・カップス - Hansjoachim Kaps (指揮) 

I. Adagio: Allegro 02:53 

II. Grave  01:18 

III. Allegro  01:46 
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

 

A24.オルガン協奏曲第 6番 変ロ長調 Op. 4, No. 6, HWV 294 

（ゲオルク・フリードリヒ・ヘンデル：1685-1759)   演奏時間 15分 

Organ Concerto No. 6 in B-Flat Major, Op. 4, No. 6, HWV 294  

編曲 : リュボミール・ブラベッツ - Lubomír Brabec 

リュボミール・ブラベッツ - Lubomír Brabec (ギター) 

カテジーナ・エングリホヴァー - Kateřina Englichová (ハープ) 

ヴィルトゥオージ・ディ・プラハ - Virtuosi di Praga 

オルドリッヒ・ヴルチェク - Oldřich Vlček (指揮) 

I. Andante allegro 05:28 

II. Larghetto  06:20 

III. Allegro moderato 02:50 

 

これは、ほとんどが、ハープ協奏曲になっているかな。ヘンデルのハープ協奏曲としても存在して

いる。ただ、CD ジャケットは、ブラベッツの笑顔で構成さえているところを見ると主役はギター？ 
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

（おまけ）ギター協奏曲コンクール（Guitar Concerto Competition） 

 

ギター協奏曲のコンクールが欧米で開催されている。 

欧州ギター協奏曲コンクール（European Guitar Concerto Competition）の

第 1 回コンクールは、オランダ北部の都市フローニンゲンで 2018 年 2 月

に開催され、台湾のギタリスト、林家瑋（Chiawei Lin）が優勝した。な

お、第 2 回は、2020 年 2 月に開催予定であったが、どうも、コロナウィル

ス感染防止のために中止にされているようである。 

 

また、アメリカでは、「2020 ジョアンファレッタ国際ギターコンチェルトコンペティション」が開催さ

れている。このコンクールは、ニューヨーク州バッファローにおいて、クラシックギタリストにとって

の国際的なキャリアをスタートさせるためのコンサートとして位置づけられており、交響楽団によるク

ラシックギタリストのための世界初のコンチェルトコンクールとして 2004 年に始まった。才能のある

若いクラシックギタリストを奨励し、彼らの音楽を支援するために、 2 年ごとに国際的なギタリストを

バッファローに呼び、バッファローフィルハーモニー管弦楽団と共演で開催されるようです。 

ちなみに、2020 賞の一等賞は、12,500 ドルの賞金と、バッファローフィルハーモニー管弦楽団との契

約だそうですが、コロナウィルスの感染の関係で開催されたかは不明です。 

ちなみに、2006 年のコンクールでは、日本人の谷辺昌央が 2 位を獲得しています。 

 

   課題曲                            「260 選」NO 

⚫ ギター協奏曲（マルコム・アーノルド）    NO1 

⚫ 協奏曲第 1 番ニ長調作品 99（マリオ・カステルヌオーヴォ=テデスコ） NO152 

⚫ 悲しみの協奏曲（レオ・ブローウェル）    NO25 

⚫ 南の協奏曲（マヌエル・ポンセ）     NO12 

⚫ ギター協奏曲「トロント」（レオ・ブローウェル）   NO172 

⚫ アランフェス協奏曲（ホアキン・ロドリゴ）    NO100 

⚫ ギター協奏曲「アンティル」（エルネスト・コルデロ）   NO268 

⚫ ギター協奏曲（（エルトール・ヴィラ・ロボス）    NO110 

⚫ ギター協奏曲「ゴイエスカーナ」（マイケル・コリーナ）   NO93 

⚫ ギター協奏曲（スティーブン・ゴス）     NO63 

⚫ フォリアス（ロベルト・シエラ）       NO169 
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現時点で、音源が見つけられないギター協奏曲は、下記の 26 曲です。 

音源をお持ちの方、ご存知の方、ぜひ、教えてください！！！ 

連絡は、フォレストヒルさん（福岡市中央区）まで、お願いします！！(yakateru)  

また、この 269 曲以外でギター協奏曲ご存知の場合も、教えていただけると助かります！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未確認曲リスト（2020.07.３０時点） 

 
２22．2つのギターのための協奏曲（ジェルメーヌ・タイユフェール：  ） 

223．ギター協奏曲第 1番（フランシス・クレジャンス：１９５１－ ） 

224．ギター協奏曲第 2番（フランシス・クレジャンス：１９５１－ ） 

225．ギターと弦楽のための幻想協奏曲（セルジオ・アサド：１９５２－ ） 

226．ギターと管弦楽のための「イベリア」（ホアン・マヌエル・コルテス：１９５３－ ） 

227．ギター協奏曲（デューシャン・ボグダノヴィチ：１９５５－ ） 

228．イタリア協奏曲（リカルド・リョルカ：１９６２－ ） 

229．ギター協奏曲第 1番（藤家渓子：１９６３－ ） 

２３０．序奏と華麗なる変奏曲（ショル：1778－？） 

231.パッサカリア （藤井真悟：１９５４－ ） 

232．ギター協奏曲第 1番（フランコ・マルゴーラ：１９０８－１９９２） 第 2番があるので存在しているはず  

２３５．ハバナ協奏曲(ガンタナメラ協奏曲)（イゴール・レーヒン：１９８３－ ） 

２３６．ギターと管弦楽のための協奏曲（ボリス・アサフィエフ：１８８４－１９４６） 

２３７．ギターと管弦楽のための協奏曲（アンリ・トマジ：１９０１－１９７１） 

２３８．パルティータ OP50（タカーチュ・イェネー：１９０２－２００５） 

２３９．ギター協奏曲（平吉毅州：１９３６－１９９８） 

２４０．ギター協奏曲（ジャック・エチュ：１９３８－２０１０） 

２４１．ギター協奏曲（二橋潤一：１９５０－ ） 

２４２．ギターとオーケストラのためのコンサートの変容（ハビエル・モンサルバーチュ：１９１２－２００２） 

２４５．ギターとオーケストラのための協奏曲（ハロルド・シフマン：１９２８－ ） 

２４６．ギター協奏曲（レジナルド・スミス・ブリンドル：１９１７－２００３） 

２４７．ギター協奏曲第 1番（ファン・トリゴス：1965－  ）第 2番があるので存在しているはず 

２４９．ホアキン・ロドリーゴに捧げるギターとオーケストラのための地中海協奏曲（フアン・マヌエル・カニサレス） 

２５６．ジンガリ（ジョン・アントニー・レイン：１９５０－ ） 

２６２．三重協奏曲（セルジオ・アサド：１９５２－ ） 

２６７．Troubador Music four guitars and orchestra(Morton Gould;  ?   ) 

２６９．3月の協奏曲（ジャック・ボンドン：１９２７－２００８） 
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また、下記の曲は、ネット等により一部聴けたが全曲聴けなかった曲、および、本来はオーケス

トラバックであるが、ピアノ伴奏等の演奏を聴いた曲である。できれば、全曲、オーケストラバ

ックで聴いてみたいので、音源お持ちの方、ご存知の方、こちらも、ぜひ、教えてください！  

こちらも、連絡は、フォレストヒルさん（福岡市中央区）まで、お願いします！！(yakateru)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全曲聴けていない曲リスト 

（2020.07.18時点） 

 
１３０．ギター協奏曲（ジャン・フランセ：１９１２－１９９７） 

１４０．ギター協奏曲第 11番「コンチェルト・レクイエム」（レオ・ブローウェル：１９３９－  ） 

１４７．アストロナム協奏曲（藤井敬吾：１９５６－   ） 

１７１．ギター協奏曲第 2番「リェージュ」（レオ・ブローウェル：１９３９－  ） 

１７３．ギター協奏曲第 8番「ペルージャの唄」（レオ・ブローウェル：１９３９－  ） 

２４８．ギター協奏曲第 1番（マーク・フランシス：1958₋ ） 

２５０．アル・アンダルス協奏曲(フアン・マヌエル・カニサレス:        ) 

２５８．ギター四重奏と弦楽オーケストラのためのイタリック協奏曲（レオ・ブローウェル：１９３９－ ） 

 

 

 

 

オーケストラバージョンで聴けていない曲リスト 

（2020.07.18時点） 

 

１４２．ギター協奏曲「旅するギター」作品１３１（近藤浩平：１９６５－  ） 

１４６．地中海協奏曲（藤井敬吾：１９５６－   ） 

１４７．アストロナム協奏曲（藤井敬吾：１９５６－   ） 

１８０．クラシックギター協奏曲ホ短調（ブレット・バホン：  ？  ） 

２１４．ギター協奏曲「祇園」（武本英之：  ？  ） 

２１５．ギターと管弦楽のための協奏曲（ボリス・アサフィエフ：１８８４－１９４６） 

２４３．ギター協奏曲「勇まし」（フランコ・マルゴーラ：１９０８－１９９２） 
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協奏曲とは 

 

協奏曲については、楽典等で、『オーケストラとソロの楽器による演奏のことで、ソロで演奏される楽

器にはピアノ、フルート、ホルン、バイオリン、チェロなど多数の楽器がある。「コンチェルト」とはイ

タリア語で「協奏曲」の意味』と簡便に説明されている。 

参考になる資料として、「協奏曲の歴史と名曲（荒川寛海著）：昭和 40 年発行」が唯一の協奏曲のみ 1

冊の本として取り扱った資料として存在する。ただ、この著書も、協奏曲そのものの歴史等については、

わずか 1 ページ半程度しか掲載していない。のこりは、協奏曲の名曲紹介になっている。 
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また、「図解音楽辞典（白水社）」では、下記のように多少詳細に記載されている。 

 

 

著作権に抵触するためカバーしました 
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【ウキペディアによる協奏曲】 

協奏曲（きょうそうきょく、伊: 英: 仏: concerto、独: Konzert）は、今日では主として一つまたは複

数の独奏楽器（群）と管弦楽によって演奏される多楽章からなる楽曲を指す。イタリア語のままコン

チェルトともいう。 

１．概要 

古典派以降の独奏協奏曲は原則として 3 つの楽章によって構成される。交響曲同様に、第 1 楽章

は基本的にソナタ形式であり、それに加えて、終楽章がソナタ形式であることも多いが、ソナタ形式

としての展開が凝縮されているよりも、独奏者の技巧を聴衆に示すための遊びの多い楽句が諸処に

見られる傾向が強く、独奏者との様々なやりとりが盛り込まれる。ロマン派音楽以降は協奏曲にお

いても自由な楽章構成が見られるようになり、リストのピアノ協奏曲第 2 番のように楽章が 1 つし

かないものや、ブラームスのピアノ協奏曲第 2 番のように楽章が 4 つある大規模なものもある。  

作品名の付け方や呼び方には、大きく分けて 2 方式ある。例えばピアノ・トリオを「ピアノ三重

奏曲」と呼ぶ場合と「ヴァイオリンとチェロ、ピアノのための三重奏曲」と呼ぶこともあるように、

「○○（独奏楽器名）協奏曲」と呼ぶ場合以外に、「○○と管弦楽・弦楽・管楽のための協奏曲」と

呼ぶことも多い。  

また、小規模な協奏曲（単一楽章のものが多い）を、concertino＝コンチェルティーノ（小協奏曲）

と呼ぶ。独奏と管弦楽の組み合わせによる作品全体を、広義に協奏曲と呼ぶこともあるが、狭義の協

奏曲に含まれないものは「協奏的作品」と呼ぶ場合もある。ベートーヴェンのロマンス第 2 番、サラ

サーテの『ツィゴイネルワイゼン』（いずれもヴァイオリンと管弦楽のための小品）など有名な楽曲

が多数ある。 

 

２．歴史 

２－１．初期 

16 世紀半ばにイタリアでコンチェルトと呼ばれる曲があらわれている。これは、モテットなど

声楽曲の演奏に際し、主としてオルガンなどの楽器がともに演奏する演奏様式を指していた。この

ような曲の様式としてコンチェルタート様式が生まれ、様々な楽曲に応用された。楽器演奏の部分

の重要性が増してきた 17 世紀初頭には、楽器だけの演奏にも「ソナタ・コンチェルタータ」など

の名で、通奏低音付き器楽曲として「コンチェルト」の名が使われるようになり、後の器楽合奏協

奏曲が生まれる背景となった。このような初期のコンチェルト、特に声楽コンチェルトは、のちの

いわゆる協奏曲と区別するために、コンチェルトの語を訳さずに用いる。宗教コンチェルトなどと

称される楽曲がこれに相当する。詳細は下記のコンチェルタートを参照。  

 

コンチェルタート 

コンチェルタート（イタリア語: concertato）、コンチェルタート様式ないしはスティーレ・コ

ンチェルタート（イタリア語: stile concertato）は、通奏低音の上で、器楽グループまたは声楽

グループが一つの旋律を共有して、たいてい交互に奏でる（歌う）ような演奏様式または曲種の

こと。イタリア語のコンチェルト（協演）の派生語であり、本来は「コンチェルト風に」「協演

する方式で」ほどの意味であった。コンチェルタートという用語は、ほとんど決まって形容詞的

に使われる。  
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いくぶん単純化しすぎではあるが「コンチェルタート｣と「コンチェルト」を分かりやすく区

別すると、コンチェルタート様式は、声楽グループと器楽グループの対比が含まれるのに対し

て、コンチェルト様式は、とりわけ盛期バロック音楽で展開された合奏協奏曲の場合に見られ

るように、大集団（リピエーノ）と小集団（コンチェルティーノ）の対比が含まれている。  

コンチェルタート様式は、16 世紀後半のヴェネツィアにおいて、聖マルコ大聖堂の特異な音

響空間（バシリカ）で活動した、ガブリエーリ一族の作品を通じて発展をみた。この聖堂内では、

別々の聖歌隊ないしは合奏団が、筋向いに相対することになる。一般的に一方から他方への響

きのディレイ効果のために、また音響的に言うと「ライヴ」空間のために、完全なユニゾンは困

難だったので、作曲家はいわばステレオの原理で聖歌隊が互いに歌い交わすように作曲するこ

とにより、すばらしい効果のある音楽ができることに気づいたのである。このようにして交唱

様式を用いた聖マルコ大聖堂の合唱様式は、「コーリ・スペッツァーティ」様式と呼ばれた（「ヴ

ェネツィア楽派」も参考のこと）。  

コーリ・スペッツァーティの楽曲は、本来ア・カペラの合唱曲として作曲されたが、楽器を

加えた演奏が行われるようになり、さらにジョヴァンニ・ガブリエーリによって、この原理を用

いて器楽曲を作曲したり、あるいは声楽と器楽からなるアンサンブルのために作曲する習慣が

確立され、単純な交唱ではなく、対比や競合の原理をそなえた「コンチェルタート様式」へと段

階的に発展した。さらに、通奏低音とモノディが導入されると、それまでの器楽と声楽の対比

や、音色の異なる楽器同士の対比に加えて、独唱・重唱・合唱も対比や競合の選択の可能性を広

げた。  

ヴェネツィアで作曲された楽曲は、すぐさまその他各地で演奏されたため、新たな「コンチ

ェルタート」様式は急速にヨーロッパ各地に（最初に北部イタリアで、次いでドイツと中部・南

部のイタリアで、その後は徐々に残りのヨーロッパ大陸に）浸透した。  

17 世紀初頭において、声楽と通奏低音を伴うほとんどすべての楽曲が「コンチェルト」と呼

ばれたが、この用法は、現代的な意味（独奏楽器ないしは独奏楽器群と管弦楽のためのソナタ）

とはかなりかけ離れている。17 世紀におけるコンチェルタート様式の宗教曲は、しばしばモテ

ットから発展した。16 世紀までにア・カペラ様式による声楽ポリフォニーとして曲付けされた

ような聖句を用いて、声楽と器楽のためにコンチェルト様式によって作曲されるようになった。

これらの楽曲はもはやモテットとは呼べず、「コンチェルト」や「シンフォニア（シンフォニエ）」

「詩篇集」など、さまざまな名で呼ばれた。  

コンチェルタート様式は、きわめて劇的な音楽の作曲を可能にするため、初期バロック音楽

の特徴ある新機軸のひとつとなった。 

 

コンチェルト・グロッソ 

コンチェルト・グロッソ（伊: concerto grosso）は、バロック時代に用いられた音楽形式の一

つである。トリオ・ソナタのソロ群（コンチェルティーノ concertino）とオーケストラの総奏

（リピエーノ ripieno — コンチェルト・グロッソとも呼ぶ）に分かれ、2 群が交代しながら演

奏する楽曲のことである。通常は 4 - 6 楽章によって構成されている。かつては合奏協奏曲（が

っそうきょうそうきょく）という訳語が充てられたが、ソロ群のないコンチェルト・シンフォニ

アという形式が別に存在するため、合奏協奏曲という訳語は不適切であり、近年はそのままコ

ンチェルト・グロッソと称することが多い。  

この形式は、恐らく 1680 年頃にストラデッラによって開発された。彼は「コンチェルト・グ

ロッソ」という単語こそ使わなかったが、いわゆる「コンチェルティーノ」と「リピエーノ」を
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個性的に組み合わせた音楽を初めて書いたとされる。最初の有名な合奏協奏曲の作曲家は、ス

トラデッラの友人のコレッリである[1]。コレッリの死後、彼の作曲した 12 の合奏協奏曲（個々

の楽章は、彼の遺作の中からばらばらに選ばれたようである）が出版され、すぐにヨーロッパ中

に広まった。彼の作品は多くの人々により賞賛され、また模倣された。ジェミニアーニとトレッ

リはコレッリのスタイルで多くのコンチェルトを書き、またヴィヴァルディもコレッリから強

い影響を受けた。  

コレッリの時代には、大きく異なる 2 つの合奏協奏曲の様式があり、それぞれ重要であった。

教会コンチェルト（concerto da chiesa）と 室内コンチェルト（concerto da camera）である。前

者はより公的な場で演奏され、形式的には遅い（ラルゴもしくはアダージョ）楽章と早い（アレ

グロ）楽章の繰り返しにより構成されている。後者は、組曲に近い性格を持っており、前奏曲に

よる導入部と、当時流行していたいくつかの舞曲から構成されている。これらの区別は、のちに

は曖昧になっていった。  

コレッリのもっとも有名なコンチェルトは、クリスマス協奏曲と呼ばれる 8 番 ト短調であ

ろう。この曲は烈しいアレグロと、通常はクリスマスイヴにのみ演奏されるべき任意のパスト

ラーレで閉じられる。しかしこのパストラーレは大変に人気があるため、時節に関わらず演奏

されることがある。  

コレッリのコンチェルティーノは 2 本のヴァイオリンと 1 本のチェロによって構成される。

リピエーノは弦楽アンサンブルが担当し、両者はともに通奏低音によって伴奏される。コレッ

リの時代、特に教会コンチェルトの場合には、オルガンやリュートが通奏低音として用いられ

ていたと考えられているが、現在においてはチェンバロのみを使用することも多い。（詳しくは

通奏低音の項を参照）  

合奏協奏曲を作曲した有名な作曲家としては、リピエーノを拡大して管楽器を追加したヘン

デルがいる。また、J.S.バッハもブランデンブルク協奏曲を大まかに合奏協奏曲の形式に沿って

作曲している。特に、第 2 番はリコーダー、オーボエ、トランペット、そして独奏ヴァイオリン

によるコンチェルティーノを持っている。  

合奏協奏曲の形式は、バロック音楽に影響を受けた 20 世紀の作曲家（イーゴリ・ストラヴィ

ンスキー、ヘンリー・カウエル、ヴォーン・ウィリアムズ、ブロッホ、マルティヌー、オルウィ

ン、シュニトケ、グラスなど）によって限定的にではあるが使われている。また、19 世紀の作

曲家でもベートーヴェンの三重協奏曲、ブラームスの二重協奏曲のような例がわずかに存在す

る。なお、協奏交響曲の項も参照のこと。 

 

 

２－２．バロック時代 

バロック音楽後期の 17 世紀末には、数個の独奏楽器と弦楽合奏による合奏協奏曲（コンチェル

ト・グロッソ）の形態が、アレッサンドロ・ストラデッラやアルカンジェロ・コレッリらによって

作られた。これは、ヴィヴァルディ、ヘンデル、J.S.バッハのブランデンブルク協奏曲などによっ

て発展させられた。多くリトルネロ形式で書かれた。独奏と合奏群が対比される独奏協奏曲も合奏

協奏曲と同時に発展し[1]、ヴィヴァルディの『四季』やバッハのヴァイオリン協奏曲第 2 番など

のヴァイオリン協奏曲や、バッハのチェンバロ協奏曲やヘンデルのオルガン協奏曲などが書かれ、

ヴィヴァルディの頃から「急―緩―急」の 3 楽章制が確立された。  
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２－３．古典派時代 

古典派の時代、合奏協奏曲は下火となり、協奏曲は独奏協奏曲が主流となった。円熟期のハイド

ンや、モーツァルトの頃確立された古典派協奏曲の形式では、第 1 楽章は交響曲と同様ソナタ形式

で作られたが、独奏協奏曲では次のような特徴を持つ。まず、オーケストラのみで第 1 主題と第 2

主題が共に主調で提示され、この提示部が反復される際にはじめて独奏楽器が加わる。独奏楽器の

加わった提示部では基本通り、長調の曲では第 2 主題が属調で、短調の曲では平行長調で現れる。

また、再現部の後のコーダでは、独奏楽器が伴奏無しで即興で音楽を奏でるカデンツァ（〔伊〕

cadenza、〔独〕Kadenz）が取り入れられるようになった。カデンツァでは独奏者は演奏技巧を凝ら

して「見せ場」を作り、属七の和音を合図にオーケストラが終結部に入る。カデンツァはまた終楽

章でも入ることがある。第 2 楽章は複合三部形式や時に変奏曲形式、第 3 楽章はロンド形式あるい

はロンドソナタ形式で書かれることが多かった。  

古典派の作曲家にとって協奏曲は主要な活動分野であった。作曲と演奏の両方をこなす音楽家

が多かったこの時代に、特にピアノ協奏曲の初演は作曲者が独奏楽器を受け持って行われることが

意図されたためでもある。モーツァルトは 27 曲のピアノ協奏曲と 5 曲のヴァイオリン協奏曲を、

ベートーヴェンは 5 曲のピアノ協奏曲を残している。  

 

２－４．ロマン派 

ロマン派の時代になると、より自由な形式になっていった。一方で、18 世紀中頃まではテレマ

ン、ヴィヴァルディ、ハイドン、モーツァルトなどがさまざまな楽器のために協奏曲を作曲したも

のの、ロマン派の時代には名技性への関心の高まりから、必然的にピアノ協奏曲とヴァイオリン協

奏曲に創作が集中するようになった。これらの楽器ほど、高度な表現力や優秀な演奏家に恵まれな

かった他の楽器には、協奏曲が作られることはあまりなかった。また標題音楽が盛んになった時代

でも協奏曲が標題を持つことは滅多になかった。  

ベルリオーズの交響曲『イタリアのハロルド』はヴィオラ協奏曲の一種、ダンディの『フランス

山人の歌による交響曲』はピアノ協奏曲の一種と考えられるなど、境界的な作品もある。なお、ラ

ロの『スペイン交響曲』は、形式こそ変則的であるが事実上ヴァイオリン協奏曲である。  

ピアノ 1 台で協奏曲的な効果を出そうと試みた作曲家も現れた。シューマンの『管弦楽のない

協奏曲』（ピアノソナタ第 3 番 Op.14 の初版時の題名）やアルカンの『ピアノ独奏のための協奏曲』

（短調による 12 の練習曲 Op.39 より第 8 - 10 曲）などである。この試みは 20 世紀になって再評

価され、マイケル・フィニスィーなどが復活させた。  

 

２－５．多様化した協奏曲 

20 世紀になると、演奏技法や楽器の改良によって楽器の表現力が豊かになり、いろいろな楽器

のための協奏曲が盛んに作曲されるようになった。打楽器やコントラバスのように、独奏楽器とし

て用いられることが多くない楽器にも、あるいはギターやサクソフォーンのようにオーケストラで

ほとんど用いられることのない楽器にも、光が当たるようになる。またグリエールのように、独奏

楽器の代わりに声楽を用いる者（コロラトゥーラ・ソプラノ協奏曲）などがあり、その外、笙(Cheng)、

琵琶(Pipa)、三味線、シタール、サロード、ガムラン、バンジョー、アフリカの太鼓などの世界各

地の民族楽器や、近代以降に発明された新しい楽器（オンド・マルトノ、エレクトリック・ギター、

ウォーター・パーカッションなど）を使ったものも生まれてくる。  

更に、伴奏の面でもジャズ・ビッグ・バンドによる伴奏、吹奏楽による伴奏、弦楽合奏による伴

奏、室内アンサンブルによる伴奏などさまざまなものがある。日本の一部の作曲家のように、和楽
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器のみ（つまり独奏和楽器と和楽器群）による協奏曲を手がける者も現れた。  

オーケストラの中で個別にさまざまな楽器が活躍する管弦楽のための協奏曲というジャンルが、

ヒンデミットによって生み出されたが、これはバロック時代の合奏協奏曲を現代管弦楽に蘇らせた

ものだといえる。後にバルトーク、コダーイ、ルトスワフスキらによって一大分野に発展した。 

３．ピアノ協奏曲 

ピアノ協奏曲（ピアノきょうそうきょく）は、ピアノを独奏楽器とする協奏曲。発案者はヨハ

ン・ゼバスティアン・バッハで、ブランデンブルク協奏曲の第 5 番で自前のカデンツァを完全に記

譜した時から始まった。 

バロック期を通じて、協奏曲は非常に重要なジャンルであった。そのため、当時の鍵盤楽器の代

表格であったチェンバロのための協奏曲も多く作曲されることとなる。特に J.S.バッハのものは有

名である。これらのチェンバロ協奏曲は現在ではしばしばチェンバロでなくピアノで演奏されるこ

とがある。バッハのチェンバロ協奏曲は弟子の指導用に書かれたと考えられている。  

バロック期においてはまだハンマー式の鍵盤楽器（ピアノ）は発展途上にあり、独奏楽器として

の使用には必ずしも耐えうるものではなかったが、やがて 18 世紀になるとかなり質のよいピアノ

が作られるようになり、作曲家達はこの楽器のための協奏曲も作曲するようになった。これはちょ

うど古典派の時代と一致し、主として W.A.モーツァルトらの手によって、ピアノ協奏曲はさまざ

まな方面からそのあらゆる可能性が追求されることとなった。  

モーツァルトは 27 のピアノ協奏曲を作曲し、それを自分自身で演奏した。またこの時代の鍵盤

楽器の名手達も自作自演用に多くのピアノ協奏曲を作曲している。その代表格として挙げられるの

がベートーヴェンであり、全部で 5 曲のピアノ協奏曲を作曲している。とくに 4 番、5 番は非常に

優れている。また、それ以降の時代にも、ショパン、シューマン、リスト、ブラームス、ラフマニ

ノフ、プロコフィエフといった大ピアニストが重要な作品を作曲している。そのほか、ややマイナ

ーな部類に属するが、フンメルやフィールドらの作品も比較的知られている。  

ピアノの名手に限らず、いろいろな作曲家がこのジャンルにおいて作品を残している。そのな

かでよく知られているものとしては、グリーグ、チャイコフスキーらの作品が有名である。また、

演奏機会は少ないものの、メンデルスゾーンも極めて優れた作品を残している。これらの作品は現

在は不朽の名作として扱われているが、オーケストレーションを他人に任すことの多かった 19 世

紀においてはこのような作品は価値が低く見られていた。初演が一回きりで捨てられたロマン派の

ピアノ協奏曲は、とても退屈で、二流の陳列品だと批判された。しかしこれらの作品は、ピアニス

ト達が作曲してヨーロッパやアメリカ各地で自ら演奏して歩いた「一時的な演奏効果」をねらった

ような作品とは異なり、音楽の「内容」を豊かに含んでいたため、とくに形式面において、「正統

的な」作曲家達によって継承されていった。その軌跡が Hyperion 社の膨大なリリースによって確

認されたのは 20 世紀末の話である。  

ピアノ協奏曲は 20 世紀においても重要なジャンルであり、21 世紀になってからも作られてい

る。20 世紀以降のピアノ協奏曲としては、バルトーク、プロコフィエフ、ストラヴィンスキー、シ

ョスタコーヴィチ、バーバー、ティペット、ルトスワフスキ、リゲティ、ラウタヴァーラ、グラス

らの作品が知られている。  

ピアニストから委嘱されることによってピアノ協奏曲が作曲されることもある。とくに有名な

のがピアニストのウィトゲンシュタインの例である。ウィトゲンシュタインは第一次世界大戦で右

手を失い、ピアニストとしての生命が途絶えそうになる危機が訪れたが、このときウィトゲンシュ

タインは知りうる限りの作曲家に声をかけ、左手のみで演奏できるピアノ曲の作曲を委嘱した。こ
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の委嘱により、ラヴェル、プロコフィエフ、コルンゴルト、リヒャルト・シュトラウス、フランツ・

シュミット、ブリテン、ヒンデミットが左手のためのピアノ協奏曲を作曲した。またこれ以後も何

人かの作曲家はこのスタイルによるピアノ協奏曲の作曲を試みるようになり、やがて「左手のため

のピアノ協奏曲」はピアノ協奏曲のひとつのジャンルとして確立されるに至った。ガンサー・シュ

ラーはこれを発展させて「三手のためのピアノ協奏曲」(一人が片手しかひかない)を生み出してい

る。  

20 世紀後半は必ずしも両者が協奏関係にあることを重視しないため「ピアノ協奏曲」とは明記

せず、「ピアノとオーケストラのための作品」と断り書きを入れられることも増加した。この種の

作品ではピアノがカデンツァを披露することが省略されたりする。  

シモン・ステン＝アナーセンのようにサンプラーとビデオを組み合わせる作品もある。伴奏が

オーケストラとは限らない作品もある。 

 

４．ギター協奏曲 

ギター協奏曲（ギターきょうそうきょく）は、一般に、ギターとオーケストラのための独奏協奏

曲をいう。ギターがクラシック音楽の中で合奏楽器としてあまり使われてこず、独奏楽器としても

オリジナル作品が少なかったことや、ギターがオーケストラと競演するには音量が小さいことが原

因しているのか、19 世紀までの作品は少ない。しかし 20 世紀に入って多くの作品が作られるよう

になった。 
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ギター協奏曲 私論 

yakateru 

今回、200 曲近いギター協奏曲を聴いてきて感じたことを、私論として書き起こす。 

まず、今回のギター協奏曲の作曲年代であるが、1 曲ごとの作曲年代は不明なので、200 数曲のギ

ター協奏曲を作曲者の生まれた年を年代別に区分したものが下の表・図である。 

 

 

1900 年以前に生まれた作曲家による曲は、45 曲と全体の 1/4 以下であり、残り 3/4 は、1900 年

以降に生まれた作曲家の作品である。さらに、1940 年から 1970 年代に生まれた作曲による曲は、108

曲とほぼ半数を占める。つまり、作曲者が 20 歳以降に作曲したと仮定すると、半数の 100 曲が、1960

年以降のものとなる。 

私がギターを弾き始めたのが 1965 年ごろからなので、多くのギター協奏曲が作曲され始めたのと

ほぼ同時期であり、その後、ギター協奏曲が盛んに作曲されはじめた時期に、私もギターを盛んに弾

いていたということになる。これらの生まれつつあるギター協奏曲を日本でも聴くことができはじめ

るのは、社会人になった 1970 年代後半ごろかと推測される。しかし、残念ながら、社会人になってか

らの 30 年間は、仕事一筋で、ギターに懸ける時間はほとんどなかったため、それらを知ることなく現

在まで至ったのであろう。 

また、後ろに添付したリストから、1966 年以降の生まれの作曲者によるギター協奏曲は 4 曲のみ

であることもわかる。1960 年代後半から、作曲家におけるギター協奏曲への興味が急速に薄れている

ような傾向があるように思われる。ちなみに、1966 年生まれの作曲家は、現在、54 歳であることを

考えると、円熟期である 40 代、50 代の作曲家における曲が、少ないのは、誠に残念である。一方で、

1953 年から 56 年の 4 年間に生まれた作曲家は 18 名ときわめて多く、R.ディアンス等の亡くなった

作曲家もいるが、まだ、60 代後半であり、今後の新たなギター協奏曲の出現に期待される。 

なお、もっとも作曲数が多いのは、1939 年生まれのブローゥエルで、14 曲が確認されている。 

 

ギター協奏曲の特徴としては、もともとオーケストラのメンバーであるヴァイオリンやチェロ、ト

ランペットやフルートを独奏楽器とした協奏曲ではなく、ピアノのようなほとんど独奏楽器として弾

かれるギターという楽器を、オーケストラと対峙させることで、曲を構成させるものと考えられる。 

従って、ギター協奏曲の形態、あるいは、ギターを独奏楽器として採用する理由には、次の 2 つの

パターンがあるように思われる。 

1900 年以前に生まれた作曲家の曲数 

1940-1970 年代に生まれた作曲家の曲数 
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1． 主旋律を奏でる独奏楽器としてギターを採用する協奏曲。代表が、ロドリゴのアランフェス

協奏曲であろう。この系統の協奏曲は、ギター以外の協奏曲同様、ソロとオーケストラの対

峙で曲が作られているため、わかりやすい。 

2． もともとオーケストラの楽器編成に入っていないギターという楽器を、オーケストラの中に

取り組んで曲を作ってみた協奏曲。この場合、タイトルに「ギターとオーケストラのための

協奏曲」のように名付けられることがある。代表例として、S.ファーゲルルンドのギター協

奏曲（NO.19）等があげられるが、この系統の協奏曲は、かなり実験的な様相もあるように

思われ、曲としての聴きやすさ、理解しやすさよりは、独特の感性を生み出させるところに

あるような気がする。 

3． 作曲する際には、セゴビア献呈のように、ギタリストの存在を前提として書き上げているも

のもも多くある。これらの曲の場合は、演奏者の技術力・表現力を固有に理解あるいは想定

することで、曲を作り上げて行く。そのため、1 と同じく、ギターの魅力を前面に出し、オ

ーケストラはその引き立て役的な存在となる協奏曲となる場合もあろう。 

 

なお、ギターの持つ音量的な限界を考えると、現在は、マイク等の音響機器の性能が上がったた

め無理なく演奏が楽しめるが、そうでなかった時代には、コンサートホールでの生演奏の際は相当

の苦労があったものと考えられる。レコーディングされた CD 等の音源では、音量の調整がなされ

たものとして繊細なギターを浮かび上がらせて聴こえるようにされていると思われる。その意味で

は、ギター協奏曲は、レコードや CD で聴くスタイルがなじみやすいのかもしれない。まあ、オー

ケストラをバックにしたギター協奏曲をコンサートホールで生で聴く機会は、ピアノ協奏曲、ヴァ

イオリン協奏曲、あるいはチェロ協奏曲等の他の楽器と比べると、かなり少ない。また、たまに聴

く機会があっても、アランフェス協奏曲であることがほとんどだ。 

そのかわり、ピアノ伴奏、あるいはパイプオルガン伴奏でのギター・コンチェルトの演奏がたま

にあり、楽しむことができる。 

 

（手元にあるギター協奏曲の楽譜） 

・アランフェス協奏曲/J.ロドリゴ（ピアノ伴奏編） 

・ある貴紳のための協奏曲/J.ロドリゴ（ピアノ伴奏編） 

・ギター協奏曲/V.ロボス（ピアノ伴奏編、ギター二重奏編） 

・南の協奏曲/M.ポンセ（ピアノ伴奏編） 

・ギター協奏曲ニ長調/M.C.テデスコ（ピアノ伴奏編） 

・セレナーデ/M.C.テデスコ（ピアノ伴奏編） 

・メティス協奏曲/R.ディアンス（ピアノ伴奏譜） 
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

ギター協奏曲 作曲者生年月日による年代区分別リスト 
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

 

なお、上記表の曲目番号は、本資料作成中の番号のため、本文番号とは異なるものも多数ある。 

  

以上 
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

 

yakateru
長方形




